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立花英裕先生は今年度三月に早稲田大学をご退職になります。立花先生と私は、一九八八年四月、早稲田大学法学
部に嘱任されました。以来三〇年、頻度はさほど高くなかったのですが、私は、機会あれば、立花先生の研究室にお邪魔し、大学そして法学部の将来像についてお話しすることができました。立花先生のご退職にあたり、私 理解する先生の基本的なお考えと先生から賜ったご教示について振り返らせていただければ幸いです。　
立花先生はフランス文学者でいらっしゃいます。ですので、その方面からこそ先生のお考えを理解すべきでしょ
う。しかし、ここでは、私なりの観点から立花先生のお考えを述べさせていただき く存じます。　
私にとって立花先生はクレオール、ハイチ、ケベックの研究者でいらっしゃいます。なかでも先生が日本ケベック
学会設立記念シンポジウムに関連して述べられたご論考（ 「シンポジウムをふりかえって
　　
多様性と歴史の中のケ
ベック」ケベック研究１、二〇〇九、四〇～四七頁）に、先生の思想 本質が見出されると考えます。　
この作品で、先生は、旅行の際に 、歴史的な建造物や名所を回ることより、その土地 日常を体験できる時間を
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過ごしたい、と述べられます。つまり、それぞれの個人の経験というレベルにまで還元される「世界の多様性」に先生は目を向けられるのです。そこには人間の「生」のさまざまな可能性を是認する考えが表明 ています。そして、この「多様性」は、例えば戦後日本を席巻した発展段階論に示される、あらゆ 民族も国家も共通の発展段階を経て究極の同一の方向に向かうという、 「単一」 世界観や歴史観を脱構築する方向に向かう のと思われます。さらには、近代的なネイションとい 枠組、 た、近代的な科学例えばニュートン的な絶対時間や絶対空間、そして、そこで支配し いる一般法則、これらの相対化をもたらす観点とも考 られ す。　
こうした観点を歴史的に実証するものとして、先生はハイチの独立をクレオールという枠組で考察されます（ 「サ
ンドマングの白人入植者と、アメリカの植民地」恒川邦夫他編『文化アイデンティティの行方』二〇〇四、一〇九～一二〇頁） 。　
そこでは、ハイチの独立は一八世紀末から一九世紀初頭に生じた新世界から旧世界の分離・独立として把握されて
います。この理解を成り立たせるのは、 「新たな環境の中で文化変容によって「別の存在」になった文化的な混血」という「クレオール」として、北米植民地もハイチも捉えう という枠組です。この観点の下では、ヨーロッパとアメリカ合衆国を「欧米」という一纏まりにしてしまう通常の考え は異なって、合衆国はヨーロッパとは異なる過程を経て近代国家を形成したと捉えることも可能となる です。つまり 近代国家さら 近代 成立の「多様性」を理解できるのです。　
このように近代が「多様」な過程を経て成立したのならば、それぞれの社会はどのようなアイデンティティを持っ
ているのか、という問題が重要な課題となるでしょう。とりわけ この問題は、わが国における近代の成立という問題を超えて、現状の日本文化をオリエンタリズムによってで なく世界文化と て捉えよ さ 、先生のお考え
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（ 「もはや、日本はオリエンタリズムの世界ではない」環五九、二〇一四、七六～八〇頁）に連なっていくのでしょう。そこでは、偏狭なナショナリズムや幻想としての伝統が止揚されていると考えられます。　
先生のお考えは以上に尽きるものではもちろんありません。けれども、ここに紹介させていただきました先生のご
教示は歴史家である私にとって非常に重要です。この点に限っ 簡単に述べさせていただければと存じます。　
私の基本的なフィールドである西ヨーロッパ世界の歴史は、いわゆる発展史観によって説明できるものではありま
せん。例えば医学の分野で古代の技術が中世 捨て去られてしまった事例は多々見出せます。歴史が「堆積」であるという歴史観は諸事例と矛盾す のです。そして、歴史観は個別 歴史社会においても多様で、例えば古典古代社会にもさまざまな歴史観が存在しました。一般に古典古代の歴史観は循環史観とされて ますが、累積的進歩史観もキリスト教的進歩史観も存在しました。 すが、私の見る限り、古代に一般的な歴史観はむしろ退歩史観・衰退 観です。　
近年、私はアメリカ独立革命を勉強し、北米植民地に独立をもたらした歴史観の多様さを理解できました。古典古
代から伝わるさまざまな歴史観、 、循環史観、 「文化の西進」論、キリスト教的進歩史観、これら 新世界に移植され、新世界という新しい環境で従来と異なる機能を果たした、つまり アメ カ独立革命のイデオロギーを形成したと理解できるのです。　
さらに、私は、先生のご論考からだけでなく、先生の研究室でもお話しさせていただき、ご教示を得てまいりまし
た。とりわけ、大学そして法学部 あるべき姿について話させていただきまし 。
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大学は多様な学問が認めるさまざまな価値を前提とする存在であり、価値の多様性を涵養すべき機関としてあるべ
きである、他方、高等教育機関である法学部は法学専門教育をおこなうべき機関である、これらを当然の前提として、とりわけ 法学部学生にとってあるべき語学教育、一般教養教育について、お話しさせていただいた でした。さまざまな世界を そして、そのさまざまな世界が認識させる多様な価値を、複数の言語の理解そして習得が媒介する、そし そのような多様な世界や価値を理解する学生こそ法学専門職そして法学の素養を持つ市民に相応しい、このように話し合ったものでした。　
私は学部内での教員区分では法学専門となりますが、そうした区分を超えて、立花先生は私に親しく接していただ
きました。本当に有り難いことでした。　
今後も先生はご研究をいっそう展開され、さまざまなご教示をいただけると存じます。さらに、これまで通り、個
人的にさまざまなご教示・ご助言を賜りますよう、記してお願い申し上げます。　
けれども、ご退職が一つの区切りであるとすれば やはり心からのお礼の言葉を申し上げなければなりません。こ
れまでの三〇年間、さ ざまなご教示・ご助言を戴きましたことに心よりお礼申し上げます。そして、今後も健やかにご研究をお続けいただき すよう、心より祈念いたします。
